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光
線
が
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨

へ
の
沈

着
を
促
し
骨
を
強
固
に
す
る
事
は
、

今
や
全
く
疑
う
者
は
な
い
常
識
で
す

が
、
こ
こ
に
至
る
経
緯
を
顧
み
る
時
、

一
入
興
趣
尽
き
ざ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
，

即
に
紀
元
前
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
も

光
線
の
骨
に
及
ぼ
す
効
果
を
指
摘
し

て
い
ま
す
が
、
客
観
的
に
証
明
す
る

手
段
が
な
か
っ
た
た
め
、
治
療
に
は

応
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
間
に
あ

っ
て
ギ
リ
シ
ャ
の
歴

史
家

ヘ
ロ
ド
ッ
ト

（紀
元
前
四
九
〇

―
四
〇
九
）
は
、
示
唆
に
富
む
観
察

を
記
述
し
て
い
ま
す
。
彼
は
紀
元
前

五
二
五
年

の
エ
ジ
プ
ト
と
ベ
ル
シ
ャ

の
戦
場
跡
を
調
査
し
た
際
に
、

エ
ジ

プ
ト
人
の
骨
は
石
を
以

っ
て
打

っ
て

も
殆
ん
ど
傷
っ
け
る
こ
と
が
出
来
な

い
程
硬
く
、
禿
頭
も
少
な
い
の
に
、

ベ
ル
シ
ャ
人
の
骨
は
小
石
を
投
げ

つ

け
る
丈
で
容
易
に
穿
孔
し
、
禿
頭
も

多
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
す
。

而
し
て
そ
の
理
由
を
、

エ
ジ
プ
ト
人

は
屋
外
生
活
を
好
み
無
帽
で
歩
く
た

め
常
に
日
光
を
浴
び
て
い
る
の
に
、

ベ
ル
シ
ャ
人
は
好
ん
で
室
内
生
活
を

営
み
、
外
出
時
に
は
頭
巾
様
の
帽
子

（
チ
ア

ラ
帽
）

を
被
る

た
め
日

光
に
晒

さ
れ
る

こ
と
が

少
な

い

こ
と
に

帰
し
て
い
ま
す
。
そ
の
慧
眼
は
光
線

の
作
用
を

見
逃
さ
な
か
っ
た

の
で

す
。一
方
、
侮
償
病
は
日
光
に
恵
ま
れ

な
い
イ
ギ
リ
ス
で
多
発
し
て
い
て
、

別
名
イ
ギ
リ
ス
病
と
も
呼
ば
れ
、
患

者
対
策
は
逼
迫
し
た
課
題
に
な

っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
太
陽

光
線
の
治
療
効
果
が
１８
世
紀
頃
よ
り

骨
関
節
結
核
を
中
心
に
注
目
さ
れ
、

欧
州
各
地
に
日
光

療
養
所

が
生
ま

れ
、
１９
世
紀
末
に
は
人
工
太
陽
灯
も

創
案
さ
れ
な
が
ら
、
侮
優
病
は
光
線

療
法
の
適
応
症
か
ら
除
か
れ
て
い
た

の
で
す
。

し
か
し

一
部
に
は
、
光
線
の
抗
侮

償
病
効
果
を
研
究
し
た
人
も
い
ま
し

た
。
例
え
ば
パ
ー
ム
は
、　
一
八
九
〇

年
に
日
光
療
法
が
何
償
病
に
著
効
が

あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
で

も
残
念
な
こ
と
に
は
物
理
療
法
に
理

解
が
乏
し
く
、
薬
物
万
能
思
想
が
支

配
的
な

医
学
界

で
は
追
試

も
さ
れ

ず
、
正
当
に
評
価
さ
れ
な
か

っ
た
の

で
す
。

光
線
の
抗
絢
償
病
作
用
は
、　
一
九

一
九
年

ハ
ル
ド
シ
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ

て
始
め
て
確
立
さ
れ
た
の
で
す
が
、

発
見
の
動
機
は
全
く
の
偶
然
に
よ
り

ま
す
。
こ
れ
よ
り
以
前

一
九
〇
〇
年
に
レ

ン
ト
ゲ
ン
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
Ｘ
線

は
医
学
に
も
応
用
さ
れ
、
侮
儀
病
に

特
有
の
骨
の
Ｘ
線
所
見
は
明
ら
か
に

な

っ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ル
ド
シ
ン
ス

キ
ー
は
偶

々
侮
償
病
も
合
併
し
た
患

児
に
、
別
の
治
療
目
的
で
人
工
太
陽

灯

の
照
射
を
行

っ
た
所
、
骨
の
石
灰

作
ら
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
必
須
の
物

質
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
、
侮
償

病
の
原
因
は
紫
外
線
不
足
に
よ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
症
で
あ
る
こ
と
が
突

き
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
緯
は

何
復
病
治
療
法
の
模
索
の
歴
史
を
述

べ
た
も
の
で
す
が
、
同
時
に
理
論
に

走
り
過
ぎ
た
結
果
、
自
然
の
恵
み
を

忘
れ
た
愚
か
し
さ
を
端
的
に
示
し
て

い
ま
す
。

翻

っ
て
今
日
の
医
学
で
も
、
ビ
タ

ミ
ン
不
足
は
薬
や
注
射
で
補
え
ば
よ

い
と
い
う
考
え
が
支
配
的
で
す
。
じ

か
し
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
如
き
脂
溶
性
ビ

タ
ミ
ン
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
過
剰
症
と

い
う
中
毒
症
が
あ
る
の
に
、
光
線
照

射
で
は
必
要
に
し
て
十
分
な
量
し
か

で
き
ず
、
決
し
て
過
剰
症
は
惹
起
し

ま
せ
ん
。

こ
の

一
事
を
以

っ
て
も
、
光
線
療

法
が
薬
物
療
法
に
優
る
こ
と
は
自
明

の
理
で
あ
り
、
人
智
を
越
え
た
自
然

と
生
命
現
象
の
関
り
合
い
を
表
わ
し

て
い
ま
す
。

最
近
、
光
線

の
延
命
効
果
に
関
し

て

新
ら
し
い

研
究
論
文
が

発
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
光
線
を
浴
び
て
い
る

人
に
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い

効
果

も
、
必
ず

起

っ
て

い
る
の
で

す
。

抗
狗
修
病言 医サ  升何  言言

ぶ 作
E

言え  }青博奪  g暑士会
  J己
宇  の
経
緯

償 て 象 こ 次 見 こ さ 化
病 の が の い 出 と れ が
患 侮 全 現 で し を る 促

都

宮

光

明

者
で

起
る

こ
と
を
確
認

し
た
の
で

す
。
彼
の
報
告
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
と
い
う
説
得
力
を
持

つ
裏
付
け
が

あ

っ
た
た
め
、
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て

ヘ
ス
お
よ
び
ウ
ン
ガ
ー
に
よ
り
日
光

に
も
同
じ
効
果
が
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
、
前
述
の
パ
ー
ム
の
業
績
が
更

め
て
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
後
の
研
究
か
ら
化
骨
に
は
動

植
物
界
に
広
く
分
布
し
て
い
る
エ
ル

ゴ
ス
テ
リ
ン
に
紫
外
線
が
作
用
し
て
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「
夏
休
み
」
宇
都
宮

義
真

撮
影

| 鵞

鶉縁壇
塵

薫

ユ
相
　
　
療

　
　
法

病
気
の
治
療
法
に
も
色
々
な
も
の

が
あ

っ
て
、
何
れ
も

一
長

一
短
が
あ

り
絶
対
的
の
も
の
は
な
い
。

現
在
は
薬
物
療
法
が
比
較
的
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
。
併
し

「
手
術
で

病
を
治
す
人
は
名
医
で
あ
る
。
薬
で

病
を
治
す
人
は
、
よ
り
以
上
の
名
医

で
あ
る
．
何
も
用
い
ず
に
病
を
治
す

人
は
最
高
の
名
医
で
あ
る

一

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

毎
日

の
食
物
が
病
気
の

原
因
に
な

っ
て
い
る
人
に

は
、
薬
や
注
射
を
す
る
よ

り
食
物
を
改
め
さ
せ
る
こ

と
が

一
番
よ
い
方
法
で
あ

′つ
。一

家
が
病
気

の
た
め
に

死
に
絶
え
る
よ
う
な
目
当

り

の
よ
く
な

い
空
気

の
流

通

の
悪

い
部
屋

に
住
ん
で

い
る
人
は
、
医
者
に
か
か

る
よ
り
も
転
居
す
る
方
が

よ
い
場
合
も
あ
ろ
う
。

光
　
線
　
療
　
法

ド
ク
ト
ル
太
陽
氏
の
処
方
は
、
二

十
億
万
年
前
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る

が
、　
一
六
六
一ハ
年
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
が

可
視
光
線

の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
発
見
し

一
八
〇
〇
年
に
ハ
ー
セ
ル
が
赤
外
一燎

を
発
見
し
、　
一
八
〇

一
年
に
リ
ッ
タ

ー
が
紫
外
線
を
発
見
し
て
、
そ
の
正

体
が
硝
々
は

っ
き
り
し
た
の
で
あ
る

併
し

一
口
に
紫
外
線
、
赤
外
線
、

可
視
線
と
言

っ
イ、
も
、
そ
の
中
に
も

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
っ
て

一
様
で

は
な
い
。
分
光
分
析
学
で
は
既
に
約

二
万
種
類
の
波
長
が
発
見
さ
れ
て
い

′υ
。紫

外
一線
に
も
波
長
は
二
〇
ミ
リ
ミ

ク
ロ
ン
（畔
）
か
ら
四
〇
〇
畔
の
も
の

が
あ
る
が
、
生
物
学
的
作

用
の
最
も
強
い
の
は
、
二

九
〇
】
乃
至
三
二
０
岬
の

所
謂
ド
ル
／
一■

、
一■
■

二
五
０

型
以
下

「
十
外
一繰

は
ナ
ｒ
ア
つ
一月
主
二
、
一？
２
）

身
体
に
深
達
性
０
み
る
の
は
、
七

二
〇
畔
以
上
の
可
）視
繰
（
赤
色
Ｙ
二

五
〇
０
畔
以
下
，
赤
外
〓
´
、
３
ろ
ｃ

三

‐３
０
（
一
岬
以
上
の
赤
外
線
は
皮
膚

‐．一
・一晏
一
‐　
一か
、　
Ｉ
ｔ
一三
ｔ
ｉ
一
，
１
ヽ
ニ
ロ
忘
ネ

Ｌ上
「ｔ
口
億
ｉ
一
、́、
ｒ
ｃ

サ
　
ナ

　

モ
　

ア

太
陽
が
最
高
の
名
医
で
あ
る
こ
と

に
反
対

す
る

人
は

一
人
も

あ
る
ま

い
。
サ
ナ
モ
ア
は
人
工
的
の
小
太
陽

で
あ
る
。

薬
と
云
う
物
質
が
、
病
気
に
効
く

の
は
何
か
そ
の
中
に
無
形
の
作
用
が

あ
る
か
ら
に
違
い
な

い
。
要
は
両
者

の
作
用
の
比
較
で
あ
る
。

０
健
康
法
と
し
て

健
康
法
の
薬
は
な
い
。
健
康
な
人

は
薬
を
飲
む
よ
り
飲
ま
な
い
方
が
よ

い
の
で
あ
る
。

サ
ナ
モ
ア
に
は
健
康
な
人
を
益

々

健
康
に
す
る
作
用
が
あ
る
。
毎
日
の

食
物
と
同
じ
で
、
ク
セ
に
な
る
こ
と

も

副

作

用

も
な

い
。
病
人
の
健
康

恢
復
に
も
勿
論
よ

いヽ
。

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

肝
油
も
よ
い
が

肝
油
は
胃
腸
障
害

を
起
し
易
く
、
胃

陽
の
悪
い
人
で
は

殆
ん
ど
体
を
素
通
り
し
て
使
所
に
直

結
す
る
だ
け
で
あ
る
。

サ
ナ
モ
ア
に
は
皮
下
脂
肪
中
の
エ

化
コ
ス
テ
リ
ン
を
強
力
な
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
に
変
化
さ
せ
る
不
思
議
な
作
用
が

あ
る
。
日
光
が
不
足
す
る
と
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
欠
乏
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不

足
し
て
拘
優
病
に
な
る
。
カ
ル
シ
ウ

ム
壼
い
く
ら
補

っ
´
、
も
吸
収
さ
れ
な

´
の
イ
ゴ
カ
ろ
・ｃ

ｎ
鎮
痛
法
と
し
て

痛
み
を
止
め
る
こ
と
は
治
療
の
半

分
で
あ
る
。
併
じ
鎮
痛
剤
は
屡

々
大

切
な
生
理
的
機
能
も
麻
痺
さ
せ
る
危

険
が
あ
る
。
特
に
麻
薬
を
用
い
ず

に

痛
み
を
止
め
る
方
法
は
な
い
か
と
良

心
的
な
医
者
は
皆
考
え
て
い
る
。

サ
ナ
モ
ア
に
は
、
生
理
機
能
を
旺

盛
に
し
て
、
ど
ん
な
痛
み
も
鎮
め
る

作
用
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
い
。

０
炎
症
に
対
し
て

炎
症
は
普
通
冷
を
法
や
温
番
法
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
濠
州
の
百
姓
が

発
明
し
た
ブ
リ
ー
ス
ニ
ッ
ツ
の
湿
布

法
や
、
濠
州
の

一
婦
人
が
発
明
し
た

ケ
ニ
ー
療
法
等
も
今
で
は
医
学
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

サ
ナ
モ
ア
は
深
部
作
用
が
あ
り
、

氷
で
冷
す

以
上
の
消
炎

作
用

が
わ

ウ０
。
ｍ
化
膿
に
つ
い
て

化
膿
に
対
し
て
は
、
殺
菌
の
た
め

に
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
、
化
膿
促
進
の
た

め
に
温
番
法
を
、
排
膿
の
た
め
に
手

術
や
ガ
ー
ゼ
を
・用
い
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
サ
ナ
モ
ア
は
殺
菌
、
限
局
、
化
膿

促
進
、
排
膿
、
肉
芽
発
生
、
表
皮
形

成
を
兼
ね
て
い
る
。

０
皮
膚
の
鍛
練
に
は

皮
膚
の
強
い
人
は
内
臓
も
強

い
。

皮
膚
の
鍛
練
は
全
身
の
健
康
法
で
あ

る
ｃ

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
冷
水
摩
擦
は
皮

膚
の
血
行
を
促
し
て
身
体
の
抵
抗
力

を
強
く
す
る
。

サ
ナ
モ
ア
は
最
上
の
皮
膚
鍛
練
法

で
あ
る
。

∧

「
健
康
と
光
線
」
昭
和
２８
年
３
月
５

日
発
行
よ
り
採
録
∨
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（
病
）
院
に
お
け
る
治
療
行
為
は
、

病
気
を
分
類
し
、
疾
患
別
に
治
療
法

を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
達
し

た
。
従

っ
て
治
療
法
は
便
宣
上
当
該

疾
患
は
特
異
的
な
効
果
が
期
待
で
き

る
原
因
療
法
と
、
原
因
は
異

っ
て
も

共
通
の
症
状
に
使
用
し
、
症
状

の
改

善
に
役
立
っ
非
特
異
的
な
対
症
療
法

と
に
分
け
ら
れ
る
。
勿
論
こ
の
両
者

は
厳
密
に
区
別
し
得
な
い
部
分
も
多

い
が
、
病
院
医
療

の
殆
ん
ど
全
て
は

こ
の
立
場
に
立
脚
し
て
い
る
。
基
よ

り
こ
の
考
え
方
に
は
利
点
も
多
く
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
光
線

療
法
の
原
理
は
趣
き
を
可
成
り
異
に

す
る
。Ｘ

Ｘ

×

×

（
光
）
線
療
法
の
出
発
点
は
、
学
問

的
に
光
線
の
作
用
が
聞
明
さ
れ
る
以

前
に
太
古
に
遡
る
。
即
ち
光
線
に
健

康
促
進
、
疾
病
予
防
な
ら
び
に
治
療

上
有
益
な
作
用
を
期
待
し
得
る
と
云

う
直
感
乃
至
霊
的
感
覚
か
ら
出
発
し

て
い
る
。
そ
れ
故
に
光
線
療
法
は
研

究
の
初
期
段
階
に
於
て
、
自
然
の
光

線

の
生
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
詳
細
に

検
討
さ
れ
た
結
果
、
広
範
な
作
用
が

明
ら
か
に
な
り
、
健
康
法
と
し
て
活

用
し
得
る
と
共
に
多
く
の
適
応
症
を

も
得
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
病
院
で
用
い
る
治
療
手
段

は
、
人
為
的
に
疾
病
治
療
の
た
め
考

×

×

×

×

（
さ
）
て
光
線
が
生
体
に
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
に
は
、
生
体
が
光
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
際
、
照
射
局
所
に
限
局
し
た
変

化
を
直
接
作
用
と
言
い
、
照
射
部
位

で
生
成
さ
れ
た
光
化
学
的
有
効
成
分

が
、
血
液
や
リ
ン
パ
の
流
れ
を
介
し

て
体
内
遠
隔
部
ま
で
達
し
て
、
各
種

機
能
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
間
接

の
話

か
ら
等
千
を
起
す
こ
と
に
す
る
。

Ｘ
　
　
　
　
〉
（
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
／

（間
）
接
作
用
の
主
役
は
紫
外
線

（二
九
〇
ミ
リ
ミ
ク
ロ
ン
（以
下
畔

と
略
す
）
―
四
〇
〇
畔
）
に
あ
る
．

日
光
ス
ペ
ク
ト
ル
の
分
析
か
ら
、
特

に
波
長
二
九
０
畔
か
ら

三
二
〇
畔
の

の
短
波
紫
外
線
が
枢
要
な
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
、
近
代
米
繰
療
法
学

直
接
作
用
は
例
え
ば
鎮
痛
効
果
の

如
く
認
知
し
易

い
う
に
対
し
、
間
接

″拝
用
は
全
身
的
に
は
重
要
な
役
割
を

果
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
直
接
感

知
じ
得
な
い
た
め
認
識
さ
れ
難

い
様

（
ヽ
一の
フＯ
。

の
草
分
け
と
な
り
、
研
究
の
先
鞭
を

つ
け
た
の
は
ド
ル
ノ
ー
で
あ
る
。
ド

ル
ノ
ー
は
ま
た
、
最
短
日
光
ス
ペ
ク

ト
ル
が
夏
季
高
山
で
二
八
九
畔
で
あ

っ
た
の
に
、
冬
期
平
地
で
は
三

一
二

畔
で
あ
り
、
光
線
が
質
的
に
劣
る
こ

こ
か
ら
、
夏
児
が
冬
児
に
優
る
理
由

そ
説
明
し
た
。
そ
の
偉
大
な
功
績
は

彼
が
強
調
し
た
波
長
が
、
ド
ル
ノ
ー

線
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
知

じ
得
る
。

Ｘ

Ｘ

Ｘ

×

（
紫
）
外
線
に
比
べ
る
と
、
可
視
線

（
四
〇
〇
叫
―

八
〇
〇
町
）
、
赤
外

線

（
八
〇
Ｏ
ｍμ
ｌ

〓
一〇
〇
〇
畔
）
の

間
接
作
用
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、

の
研
究
は
不
十
分
で
、
今
後
に
待
っ

部
分
も
多
い
。
し
か
し
そ
の
意
義
は

決
し
て
小
さ
く
な
く
、
相
互
に
作
用

し
て
、
間
接
作
用
を
九
め
る
こ

こ
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ヽ
（　
　
　
　
×
　
　
　
　
ｖ
（
　
　
　
　
Ｘ

（
光
）
線
療
法
を
正
し
く
理
解
す
る

に
は
、
ド
ル
ノ
ー
線

の
性
状
を
知
る

必
要
が
あ
る
。

ド
ル
ノ
ー
線
は
、
最
も
透
過
力
微

弱
な
た
め
、
下
着

一
枚
、
透
明
な
ガ

ラ
ス
で
も
遮
え
ぎ
ら
れ
る
。
こ
れ
が

光
線
は
必
ず
直
接
肌
に
照
射
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
で
あ
る
。

ド
ル
ノ
ー
線

の
直
接
作
用
は
、
深

達
力
の
関
係
か
ら
、
皮
膚
表
面
よ
り

一
ｍ
以
内
に
限
局
す
る
が
、
皮
内
に

お
い
て
盛
ん
に
活
性

物
質
を

生
成

し

全
身
に
作
用
を
及
ぼ
す

の
で
あ

，う
。以

上
の
事
実
か
ら
、
所
謂
サ
ン
ル

ー
ム
が
、
深
達
力
の
強
い
可
視
線
、

赤
外
線
は
浴
び
ら
れ
て
も
、
光
線
療

法
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
理
由
が

容
易
に
理
解
し
得
よ
う
。

×

×

×

Ｘ

（
次
）
号
よ
り
、
間
接
作
用
の
成
立

機
転
、
持
続
期
間
、
各
種
機
能
に
及

ぼ
す
影
響
等
に
つ
い
て
順
次
考
察
す

る
が
、
私
が
殆
ん
ど
全
て
の
疾
患
に

光
線
が
応
用
可
能
と
述
べ
た
根
拠
も

合
わ
せ
首
肯
し
て
戴
け
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
る
。

リ

ッ
ク
リ
ー
氏
式
日
光
浴
場



健康と光線 昭和54年 7月 1日  (4)No 214

―1亜1匡 |lfJlll匪 |1萱|―

☆
尿

管

結

石

症
例
　
４５
才
、
男
性

症
状
　
血
尿
お
よ
び
背
部
に
放
散

す
る
側
腹
部
痛
の
た
め
、
病
院
を
受

診
し
た
と
こ
ろ
、
そ
ら
豆
大
の
結
石

が
尿
管
上
部
に
あ
り
、
手
術
す
る
様

に
言
わ
れ
た
が
、
光
線
療
法
を
希
望

し
て
来
所
さ
れ
た
。

療
法
経
過
　
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
に
て

腹
部
十
分
、
膝
五
分
、右
横
腹
十
分
、

腰
部
十
分
照
射
、
遠
方
の
た
め
通
院

で
き
な
い
の
で
、
治
療
器
脅
購
入
さ

れ
、そ
の
後
は
朝
晩
二
回
照
射
し
た
。

三
ケ
月
で
小
豆
大
の
排
石
あ
り
、
元

気
に
な

っ
た
。

☆
近
　
視
、
乱
　
視

症
例
　
小
学
三
年
、
男
子

症
状
　
学
校
の
検
診
で
診
断
さ
れ

眼
科
に
通
院
し
て
い
た
が
、
良
く
な

ら
ず
、
眼
鏡
を
か
け
た
く
な
く
て
、

治
療
に
来
ら
れ
た
。

（
視
力
右
０

・

６
、
左
Ｏ

ｏ
８
）

療
法
経
過
　
Ａ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用

し
て
、
両
眼
五
―
十
分
、
後
頭
部
五

分
、
腹
部
五
分
照
射
、
通
学
の
都
合

も
あ
り
、
治
療
器
を
購
入
し
朝
晩
二

回
の
治
療
を
続
け
た
結
果
、
ニ
ケ
月

半
で
視
カ
ー

・
２
に
な

っ
た
。
当
初

は
半
信
半
疑
で
始
め
た
が
、
今
で
は

家
の
宝
と
云

っ
て
お
ら
れ
る
。

神
戸
市
ウ
エ
ノ
光
線
療
法

上
野
貞
子
氏
報
告

書
〇
七
八
―
三
三
二
―
一
二
五
人

一愛
一用
三者
一万
一丁
一下
一

副
作

用

が
無

い
の
で
安

心

千
葉
県
柏
市
　
武
田
　
寿
子

宇
都
宮
先
生
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
様
で
立
派
な

家
庭
医
が
傍
に
つ
い
て
下
さ
る
心

強
さ
を
覚
え
る
毎
日
で
す
。

今
迄
、
何
回
も
危
な
い
Ｌ
こ
ろ

を
救
け
て
頂
き
ま
し
た
が
、
私
の

体
験
を

御
報
告

さ
せ
て
頂

〓
まヽ

す
。
□
階
段
か
ら
落
ち
て
背
骨
を
強
く

打
ち
、
み
る
み
る
こ
ぶ
し
大
に
は

れ
あ
が
り
ま
し
た
。
す
か
さ
ず
サ

ナ
モ
ア
に
す
が
り
、
照
射
を
は
じ

め
ま
し
た
。
時
間
も
長
く
、
回
数

も
多
く
照
射
し
た
と
こ
ろ
、
は
れ

☆

耳

R烏

症
例
　
５０
才
、
男
性

症
状
　
モ
ー
タ
ー
の
軋
る
様
な
音

療
法
経
過
　
Ａ
Ａ
、
Ａ
Ｂ
、
Ａ
Ｃ

カ
ー
ボ
ン
を
」交
互
に
使
用
し
て
、
両

耳
十
分
―
二
十
分

（第
二
集
光
器
）

後
頭
部

五
分

―

十

分

（第

一
集
光

器
）
、
他
に
足
裏
、
膝
、
腰
、
背
、

腹
に
各
五
―
十
分
照
射
し
た
。

治
療
を
始
め
て

一
週
間
程
で
、
蝉

の
鳴
き
声
様
に
変
り
、
二
週
間
過
ぎ

た
頃
に
は
蚊
の
飛
ぶ
様
な
音
が
残

っ

た
が
、
約
二
週
間
で
耳
鳴
り
を
忘
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

☆
左
顔
面
神
経
麻
痺

症
例
　
５６
才
、
女
性

症
状
　
左
の
眉
が
動
か
ず
、
閉
眼

不
能
、
口
唇
に
下
垂
あ
り
、
水
を
飲

む
と
、
温
し
て
し
ま
う
ち

療
法
経
過
　
カ
ー
ボ
ン
は
Ｂ
Ｂ
ま

た
は
Ａ
Ｂ
を
使
用
し
、
後
頭
部
、
左

頸
部
、
左
顔
面
に
十
分
―
三
十
分
（第

一
集
光
器
）
、足
裏
、
膝
、
腰
、
背
、

腹
に
五
―
十
分
照
射
。

麻
痺
後
三
日
目
に
治
療
を
始
め
、

九
日
日
頃
に
は
、
眼
瞼
が
閉
じ
る
様

に
な
り
、
水
も
盗
さ
な
く
な

っ
た
。

約
十
五
日
の
経
過
で
、
自
覚
的
に
は

は
ど
ん
ど
ん
引
い
て
来
て
、
余
り
　
□
そ
の
他

何
に

で
も

効
き

ま
し

の
効
き
目
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。
　

て
、
し
か
も
薬
と
違

っ
て
副
作
用

後
遺
症
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
が
全
く
無
く
、
こ
ん
な
幸
を

な
こ

□
高
熱
、
立
ち
上
れ
な
い
程
の
脱
　
と
は
御
座
居
ま
せ
ん
。

力
感
、
強
い
腰
痛
、
す
が
る
の
は
　
　
家

族

中

で

愛

用

サ
ナ
モ
ア
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
市
　
小
川
　
文
子

土
曜
の
夜
の
こ
と
、
医
者
に
も
　
　
先
日
カ
ー
ボ
ン
受
け
取
り
ま
し

困
り
、
月
曜
に
は
医
者

へ
と
考
え
　
よた
ｏ
肩

の
こ
っ
た
時
や
、
疲
れ
て

て
い
ま
し
た
が
、
早
や
月
曜
に
は
　
い
る
時
に
照
射
し
ま
す
と
す

っ
き

サ
ナ
モ
ア
の
お
蔭
で
す

っ
か
り
病
　
り
と
し
て
元
気
に
な
り
ま
す
。
で

状
は
消
え
て
お
り
ま
し
た
。
　
　

　

す
か
ら
夏
で
も
家
族
中
で
毎
日
愛

□
息
子

（
３０
才
）
が
両
足
首
骨
折
　
用
し
て
い
ま
す
。

の
時
、
意
外
な
程
早
く
治

っ
た
の
　
　
私
は
胃
が
弱
い
の
で
す
が
、
今

で

（
医
師
の
見
込
日
数
の
半
分
）
　

で
は
何
ん
で
も
食
べ
ら
れ
、
顔
色

先
生
は

「
随
分
早
く
治

っ
た
も
ん
　
も
良
く
な
り
、
ひ
と
頃
よ
り
若
返

だ
…

…
」
と
首
を
か
し
げ
て
お
り
　

つ
た
様
で
元
気

一
杯

の
毎
日
で

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

息
子
も
サ
ナ
モ
ア
の
あ
ま
り
の
　
　
本
当
に

サ
ナ

モ
ア

の
お
蔭
で

威
力
」」驚

い
て
お
り
ま
す
。
　
　
　

す
。
あ
り
が
Ｌ
う
ご
ざ

い
ま
す
。

全
快
。

春
日
市
　
一則
田
光
線
治
療
所

前
田
　

ミヽ
サ
氏
報
告

毬
〇
九
二
―
五
八
一
―
二
〇
三
九

☆

胆

石

疑

症
例
　
４７
才
、
男
性

症
状
　
突
然
、
右
上
腹
部
に
激
烈

な
仙
痛
発
作
に
訴
え
、
胆
石
の
疑
い

あ
り
と
云
わ
れ
た
。

療
法
経
過
　
発
作
直
後
か
ら
、
Ａ

Ｂ
カ
ー
ボ
ン
に
て

一
号
集
光
器
を
使

用
し
て
患
部
に
約

一
時
間
照
射
し
た

と
こ
ろ
、
症
状
は
著
し
く
軽
く
な

っ

た
の
で
、
次
い
で
背
面
よ
り
十
分
照

射
し
て
中
断
、
翌
日
よ
り
思
部
三
十

分
、
背
中

へ
十
分
照
射
を
二
十
日
間

続
け
中
止
し
た
。

そ
の
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け

た
が
異
常
な
し
と
云
わ
れ
た
。

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

一
二
三
氏
報
告

８
０
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七

■
□
お
知
ら
せ
□
■

貴
重
な
治
験
例
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し

た
以
上
の
治
療
所
で
は
、
光
線
療
法
に
つ

い
て
の
御
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
当
社
の
製
品
も
お
求
め
頂
け
ま
す
の
で

御
利
用
下
さ
い
。
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カ ー ボ ン の 特 徴

(1) 電 気 伝 導 性

(2) 熱 の 良 伝 導 体

(3)1 温度、薬品に対し、あらゆる物質中最も安定

(4) 潤滑良性、摩擦係数小

高温で酸素と反応し易い

(7) 熱 膨 脹 率 小

(8) 耐熱温度があらゆる物質中最も高い

I)3000° Cで も溶けない。
Ⅱ) 溶ける前に蒸発する。
lll) 蒸発するまで形崩れしない。

Ⅳ) 熱すると強度が強 くなる。
(普通の工業材料では弱 くなる。)

拶饂翡沐〃咆
/////////仄 ン

揖斐川電気工業・青柳工場

匹
　
カ
ー
ボ

ン

前
号
で
家
庭
用

光
線
治
療
器
に
は

カ
ー
ボ
ン
ア
ー
ク

灯
が
最
適
な
理
由

を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
は
こ
れ
に
使

わ
れ
る
カ
ー
ボ
ン

に
つ
い
て
解
説
し

て
み
ま
し
ょ
う
Ъ

我
が
揖
斐
川
電

気
工
業
ｍ
は
、
カ

ー
ボ
ン
業
界
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て

常
に
最
善
の
努
力
そ
致
し
´
、お
――
ま

す
ｃ
カ
ー

ボ
ン
製
注に

あ

た

っ
て

は
、
厳
選
さ
れ
た
最
良
の
原
料
を
使

用
し
、
殊
に
品
質
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
原
料
粉
砕
、
配
合
捏
混
、
焼

成
工
程
等
は
、
完
全
自
動
制
禦
シ
ス

テ
ム
を
取
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
品

質
の
安
定
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま

し
た
。
現
在
で
は
細
物
電
極
棒
業
界

で
は
他
社

の
追
随

を
許
さ
ず
、
口印
質
、

規
模
と
も
世
界

の

ト

ッ
プ
を
こ
属
Ｔ
）

て
お
り
ま
す
。

次

に
カ
ー
ボ

ン

の
種
項
、
特
徴
、
層
途
、
製
造
法
〓

順
を
追

っ
て
述
べ
て
い
き
ま
す
ｃ

ｌ
　
種
類

こ
の
世
の
中
で
最
も
硬
く
、
し
か

も
透
明
で
光
の
屈
折
率
が
非
帯
に
大

き
い
た
め
、
宝
石
の
王
様
と
云
わ
れ

る

ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
も

カ
ー

ボ
ン
で

す
ｃ
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
る
よ
う
に

カ
ー
ボ
ン
一死
素
は
〕早
一
か
ｒ
し
の
で
は

(5)|

カ

ー

ボ

ン

の
―

―

―

ヨ

ＦＩ
種
類
、
特
徴
、
用
途

な
く
、
次
の
３
つ
の
同
素
体
が
あ
り

キよ
斗，
。

田
　
非
品
質
炭
素

［
　
結
晶
質
炭
素

（
黒
鉛
）

い
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

こ
の
内
０
と
０
が

一
般
に
カ
ー
ボ

ン
と
呼
ば
れ
、
広
く
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

２
　
特
徴

カ
ー
ボ
ン
に
は
、
表
に
纏
め
た
様

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
、
ア

ー
ク
灯
に
用
い
ら
れ
る
理
由
は
、
電

気
を
通
し
、
耐
熱
温
度
が
あ
ら
ゆ
る

物
質
中
最
も
高
く
、
三
〇
〇
〇
度
で

も
溶
け
な
い
で
蒸
発
し
、
蒸
発
す
る

ま
で
形
崩
れ
せ
ず
、
高
温
で
酸
素
と

反
応
し
て
炭
酸
ガ
ス
に
な

っ
て
し
ま

二
等
、
最
一通
の
条
件
を
持

っ
て
い
う

た
め
～
す
ｃ

し
か
も
製
造
法
を
適
当
に
選
ぶ
事

に
よ
り
、
鉄
に
、
軟
か
い
軟
鋼
か
ら

非
常
に
硬
い
特
殊
合
金
ま
で
あ
る
様

に
、
カ
ー
ボ
ン
で
も
そ
の
性
質
を
可

成
り

変
化

さ
せ
る

事
が
出
来
る
の

で
、
広
い
用
途
に
合
せ
て
造
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

３
　
用
途

カ
ー
ボ

ン
の
用

途
は
、
皆
様

の
想

像
以
上
に
広
範
囲

に
わ
た
り
ま
す
。

身
近
か
な
例
で

は
、
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
に

入

れ
て
摩

耗
を
減
少
さ
せ
た
り
、
乾
電
池
の
中

の
電
解
液
担
体
や
導
電
体
と
し
て
用

い
た
り
、
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
の

後
に
塗

っ
て
あ
る
カ
ー
ボ
ン
粉
末
の

様
に
家
庭
で
使
わ
れ
る
も
の
か
ら
、

工
業
的
に
製
鋼
用
電
極
、
ア
ル
ミ
精

錬
、
工
業
塩
電
解
等
に
用
い
る
電
解

板
、
製
鋼
時
の
還
元
材
、
加
炭
材
か

ら
、
軸
受
機
、
電
子
工
業
用
の
特
殊

鋳
型
、

ル
ツ
ボ
、
電
気
機
械
用
の
ブ

ラ
シ
等
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
特

殊
な
も
の
に
線
維
状

の
カ
ー
ボ
ン
を

造
り
、　
ロ
ケ
ッ
ト
や
ジ

ェ
ッ
ト
機
、

釣
竿
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
も
使
わ
れ

ま
す
。
ア
ー
ク
灯
用
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン

は
、
ミ
百
一馬
、
写
亘
（製
坂
「
、
守
〓
」

試
験
用
、
医
療
拝
、
照
明
馬
■

二
が

あ
り
、
こ
れ
に
類
十
ろ
ｔ
つ
Ｉ
溶
■

用
が
あ
り
ま
す
。

勿
論
、
こ
れ
で
全
部
を
網
羅
し
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

程
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
工
業
材
料
は

余
り
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
次
号
で
製
造
法
を
述
べ
ま
す
）

日
光
療
法
小
史

日
光
療
法
は
１８
世
紀
に
ア
ー
ノ
ル

ド

・
リ
ッ
ク
リ
ー
と
い
う
名
の
素
人

が
、
オ
ー
ベ
ル
ク
ラ
イ
ン
に
日
光
療

養
所
を
建
設
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

そ
の
後

エ
ー
ベ
ル
マ
イ
ヤ
ー
、
ヒ
ル

シ
ュ
、　
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
な
ど
に
よ
り

発
展
し
ま
し
た
。

・９
世
紀
、
ス
エ
ー
デ
ン
の
ベ
ル
ン

ハ
ル
ト
に
よ

っ
て
、
科
学
的
に
検
討

さ
れ
た
日
光
療
法
は
、
ス
イ
ス
、
レ

ー
ザ
ン
の
ロ
リ
エ
に
よ
り
、
外
科
的

結
核
を
始
め
各
種
疾
患
に
系
統
的
に

応
用
さ
れ
た
結
果
、
偉
大
な
効
果
が

明
ら
か
と
な
り
、
予
防
医
学
、
治
療

医
学
界
に

一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を

起
し
た
の
で
す
。

日
本
の
医
学
界
に
も
、
明
治
の
文

明
開
花
と
共
に
、
日
光
療
法
は
移
入

さ
れ
ま
し
た
が
、
亜
熱
帯
に
属
す
我

国
で
は
、　
一
握
り
の
研
究
者
を
除
い

て
光
線
に
対
す
る
関
心
は
薄
く
、
格

別
な
進
歩
を
み
る
こ
と
も
な
く
、
今

日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
が
、
甚
だ
残

念
な
こ
と
で
す
。
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文
献
拾
い
読
み

研
究
は
そ
の
個
有
の
性
格
か
ら
細

分
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
ｃ
学

者
が
兎
角

「
重
箱
の
角
を
突
く
」
と

讐
え
ら
れ
る
由
縁
で
す
。
光
線
に
関

す
る
研
究
も
、
紫
外
線
の
波
長
Ｘ
の

部
分
の
作
用
は
と
言

つ
よ
う
に
、
ど

ん
ど
ん
細
分
化
さ
れ
ま
し
た
ｃ
し
か

し
光
線
は
再
三
再
四
述
べ
た
様
に
日

光
に
源
が
あ
り
、
本
来
そ
の
恩
恵
は

細
分
化
し
得
な
い
も
の
で
す
。
当
社

で
は
創
業
以
来

一
貫
し
て
、紫
外
線
、

可
視
光
線
、
赤
外
線
か
ら
成
り
立
つ

綜
合
光
線

の
治
療
効
果
を
強
調
し
一
、

き
た
の
も
こ
の
た
め
で
す
。

近
年
、
光
照
射
？
デフ
オ
・ず
ンヽ
リ
ボ

核
酸

（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
に
対
す
る
作
用
が

注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で

も
特
に
興
味
深
い
論
文
が
、
ジ

ョ
ー

ン
・
ス
ミ
ス
ソ
ン
ボ
ー
ン
教
授

（
ワ

■
オ
ミ
ン
グ
大
学
）
に
よ
り
発
表
さ

れ
ま
し
た
Ｇ
　

（
∪
Ｚ
＞

＾
①
ｏ
と

“
い
０
　
い
ｏ
●
∞
の
く
【一】
＞
あ
∽
“
『
”
●
ｏ
ｏ

【●
　
一蜀
”
『”
●
〕①
Ｏ
ｒ
〓
づ
　
けの
一【
”
Ｌ
【
①
〓
∞
・

∽
ｏ
一ｏ
●
０
０
・　
い
ｏ
∝
　̈
一
日
い
い　
　
い
Ｏ
Ｎ
Ｏ
）

彼
女
は
ゾ
ウ
リ
十
ン
の
寿
命
が
、
光

照
射
に
よ
り
延
長
し
、
紫
外
線
照
射

で
短
縮
す
る
が
、
こ
れ
に
光
照
射
を

加
え
る
と
著
し
く
延
長
す
る
こ
と
か

ら
、
分
裂
寿
命
は
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核

酸
の
傷
害
″十
い
る
が
、
光
照
射
が
そ

の
修
復
を
促
進
し
て
、
寿
命
を
延
ば

す
と
結
論
し
て
お
り
ま
丁
．

こ
の
様

Ｉ
看
命

ケ́ｉ
一は
丁
手
し́
一に

成
功

し
た
報
告
が
、
権
威
あ
ろ
科
学

誌
に
発
表
さ
れ
た
例
を
、
私
は
寡
聞

に
し
て
知
り
ま
せ
た
。
光
の
作
用
に

サ
ナ

モ
ア
治
療
器

取
り
扱

い
諸
注
意

サ
ナ
モ
ア
治
療
器
は
、
細
心
の
注

二曇
ピ
も
っ
て
作
ら
れ
て
お
り

ま
す

が
、
末
永
く
御
愛
用
頂
く
た
め
に
、

次
の
点
に
御
注
意
下
さ
い
。

一
、
通
電
不
良
を
起
さ
な
い
た
め
に

コ
ー
ド
の
接
続

・
切
り
離
し
は
、

必
ず
ソ
ケ
ッ
ト

（
コ
ネ
ク
タ
ー
）
ル
一

つ
か
ん
で
行
う
こ
と
。
「一―
ド
自
体

・ど
“一一‘　
，Ｉは
・●　・一一一
　
ン「Ｌ
・（
オ中
●肛
一」旺ι

線
、

ン
Ｆ
Ｉ
卜
等
を
起
井Ｌ

一
、
リ
レ
ー
の
故
障
を
防
ぐ
に
は

照
射
器
の
差
し
込
み
を
直
ぐ
に
コ

ン
セ
ン
，い
に
差
し
込
まヽ
な
い
で
、
必

ギ
ー

ラ
ン
ス
の
コ
ー
ド
に
接
続
す
る

一」
■
）。

一
、
ホ
ル
ダ
ー
を
長
持
ち
さ
せ
る
に

まホ

ル
ダ
ー
に
カ

ー
ボ

ン
■
ユ
一め
る

時

に
は
、
ネ
ジ
で
き
ち
ん
と
止
め
る

こ
と
。
カ
ー
ボ

ン
が
極
瑞

モ
短
く
な

る
ま
で
Ｆ
調̈

・
‐ｌｒ
ｉ

二
ど
．

つ
い
て
の
新
発
見
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
の
で
、
関
連
文
献
を
調
査

し
た
上
で
、
次
号
に
詳
し
く
記
述
い

た
し
ま
す
。

一

―

．

―

一
　

☆
予
ね
て
お
知
ら
せ
し
た
通

一　

り
、
サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療
所

一
　

で
は
５
月
７
日
よ
り
診
療
を

一　
始
め
ま
し
た
ｃ

一
　

☆
併
し
設
備
、
人
員
Ｌ
ｔ
不

一　

備
な
た
め
、
受
診
戴

い
た
方

一
　

々
の
御
期
待
に
添
え
た
か
疑

一
　
催
し
て
お
り
ま
す
ｏ
お
気
附

一
　

き
の
点
は
何
ん
な
り
と
御
注

一
　
意
下
さ
い
。

信一・録娃
日てが聾郷れ縄郵無い婦

迎
え
ま
す
。
こ
の
季
節
に
は

通
一　
腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
消
化
器

病
が
増
加
し
ま
す
。
食
物
や

里
　ヽ
飲
物
だ
け
で
な
く
、
寝
冷
え

に
つも

社ヽ
ユ思
‐し
た
い
，ｕ
の
一、

，す
。
☆
日
本
人
な
ら
誰
れ
で
も
先

祖
伝
来
の
腹
巻
き
を
知

っ
て

い
ま
す
。
で
も
最
近
は
使
う

人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

腹
巻
き
は
寝
冷
え
に
は
、
一
、

き
面
に
効
き
ま
す
。

★
子
育
て
に
も
、
外
国
の
先

生
の
育
児
書
に
は
決
し
て
書

か
れ
イ∴

なヽ
い
、
金
太
郎
君

の
腹
巻
の
効
用
を
見
直
し
て

一卜
さ
い
。
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